
　勅使川原久貴子さん（西宮町）が第５９回東海四県スポーツ推進委員研究大会において、東海四
県スポーツ推進委員功労者表彰を受賞されました。 
　勅使川原さんは、平成８年からスポーツ推進委員として地域指導に努められるとともに町のスポーツ
活動の推進に尽力され、住民のスポーツの向上に多大に貢献されました。 
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　２月２１日、中央公民館で町老人福祉大会が開催されました。 
　この大会は、高齢者が多年の経験、知識、技能を活かし、生きがいを高め、地域に貢献のできるような
老人クラブ活動を目指し、福祉のまちづくりを推進するために毎年開催されています。 
　大会の中では、高齢者が安心し、楽しく暮らすことのできる活動を活発化させ、社会活動の輪を広げ
ることを目的とする大会宣言が採択されました。 
　また、多年にわたり単位老人クラブ会長として活動している戸崎公和さん（友楽町）に、町老人クラブ
連合会会長より表彰がありました。 
　大会終了後には、クラブ会員が日ごろ練習を積み重ねてきた踊りやカラオケなどが会場内で披露され、
楽しいひとときを過ごしました。 

町老人福祉大会を開催 
町・町老人クラブ連合会 

スポーツ推進委員功労者表彰を受賞 
勅使川原久貴子さん 

リサイクル工場を視察 
廃棄物減量等推進員 

プラスチック製容器包装リサイクルの作業を見学する推進員 

　廃棄物減量等推進員など３９人の皆さんが３月
１５日、大野町内のプラスチック製容器包装、愛知
県小牧市内のペットボトルのリサイクル工場を視
察しました。この視察は、町内で分別回収された
資源ごみが、どこでどのような形でリサイクルされ
ているかなどの様子を研修できるよう計画したも
のです。 
　今回の視察研修では、ごみを分別することによ
り、ごみが再利用でき、資源として有効に活用で
きることが実感でき、分別の大切さを再認識して
いただけたと思います。 
　廃棄物減量等推進員や町内会長さんなどには、今回の視察研修で学ばれたことを地域の皆さんに
お伝えいただき、今後のごみ減量やリサイクルに役立てていただきたいと思います。 

東日本大震災　義援金 

　２月２２日以降、笠松町役場でお預かりしました
義援金は次のとおりです。 

（３月２２日現在※敬称略・預り順） 

　笠松中学校生徒 １９０,４４９円 
　amateur ２６,０２４円 


